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ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ    
大西
おおにし

 勝弘
かつひろ

（理事長） 

 水産庁さけ・ます資源管理センターは，国の
機関として基幹的なふ化放流及びこれに関する
調査研究，技術開発を推進してまいりましたが，
中央省庁等改革の一環として，より一層効率的
かつ効果的に業務を推進するため，平成13年4月
1日に独立行政法人へと移行しました． 
 当センターの前身である水産庁北海道さけ・
ますふ化場は，昭和26年の水産資源保護法制定
に伴い，翌27年4月に農林省所管として設置され，
以来，第一次，第二次5カ年計画，さけ・ます増
殖事業推進整備計画，さけ・ます資源増大再生
産計画など水産庁の中期的計画に基づき，さ
け・ます資源の増大を目指してふ化放流事業を
中心とした業務を推進してまいりました．また，
平成9年にはサケの回帰率と放流技術の向上等の
状況を踏まえて水産庁さけ・ます資源管理セン
ターに改組し，ふ化放流及びこれに関する調査
研究等を推進してまいりました．これまで当セ
ンターの業務運営につきましてご支援，ご指導
を賜りましたことに厚く御礼申し上げます． 
 独立行政法人は，業務の透明性を確保しつつ，
業務を効率的かつ効果的に実施することを目的
として設立された法人であり，当センターとし

てもその主旨を踏まえ，業務に対する自己評価，
関係者のセンター業務に対するニーズの把握等
を行うとともに，基本的にはこれまで実施して
きましたさけ・ます類のふ化放流，調査研究，
技術開発，技術指導等を重点に業務を推進いた
します． 
 今日，我が国の水産業を取り巻く環境は厳し
いものがありますが，水産資源の適正な管理と
持続的利用を基本とした食料の安定供給は重要
な課題であり，さけ・ます類につきましても，
食料の安定供給，漁業振興の観点から，その資
源の維持及び持続的利用の重要性は高くなって
おります．また，近年，北海道及び本州の太平
洋域を中心にサケ資源の減少傾向がみられるな
ど，緊急な対応を要する課題も生じてきており
ます． 
 このような要請や課題に対応するため，さ
け・ます資源管理センター役職員一丸となって，
これまで蓄積してきた知見や技術をさらに発展
させ，さけ・ます類の適正な資源管理に貢献す
るために努力する所存でおりますので，皆様方
におかれましても，これまで以上のご理解，ご
協力を賜りますようお願いいたします． 

 
 

センターの業務概要センターの業務概要センターの業務概要センターの業務概要    
企画課 

 さけ・ます類は日本の食生活に無くてはなら
ない古くからなじみ深い食材です．その重要な
供給源の一つである我が国のさけ・ます資源は，
大半が人工ふ化放流事業によって増殖されてい
るため，その管理には増殖事業の効率的な推進
が欠かせません．また自国のさけ・ます資源を
適正に管理し持続的に利用していくことは，食
料の安定供給という観点から重要であるのみな
らず国際的な責務でもあり，北太平洋の生態系
との調和，種の特性と多様性の維持にも配慮し
なければなりません．さけ・ます資源管理セン
ター（以下センター）の目的はまさに，ふ化放
流，調査研究，技術開発，講習指導などを通じ
てさけ・ます類の適切な資源管理に資すること
です． 
 独立行政法人となったセンターには業務の効
率的かつ効果的な実施や情報の公開等が求めら
れるとともに，新たに評価制度が導入されます．
その内容は，今後5年間（平成13-17年度）で達
成すべき「中期目標」が農林水産大臣から示さ
れ，その達成状況を第三者機関によって定期的

に評価されるというものです． 
 ここでは中期目標と中期目標を達成するため
にセンターが作成した「中期計画」から主な業
務の概要を紹介します．なお，中期目標及び中
期計画はセンターのホームページ（本誌巻末参
照）で公開しております． 
 
さけ・ます類のふ化放流さけ・ます類のふ化放流さけ・ます類のふ化放流さけ・ます類のふ化放流 
 種の特性と多様性を維持し系群保全を図るた
め，毎年サケ8,890万尾，カラフトマス450万尾，
サクラマス260万尾を放流します．また，調査研
究と技術開発に必要な増殖基盤として，サケ
4,010万尾，カラフトマス270万尾，サクラマス
160万尾，ベニザケ24万尾を毎年放流します． 
 このほか資源増大を目的に，平成13年度はサ
ケ9,410万尾を放流しますが，これらは段階的に
民間へ移行します． 
 
資源管理に資するための調査研究資源管理に資するための調査研究資源管理に資するための調査研究資源管理に資するための調査研究 
 生物モニタリング調査生物モニタリング調査生物モニタリング調査生物モニタリング調査 系群毎の特性，資源
動態，変動要因などを把握するため，系群識別
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の有力な手段である耳石温度標識（本誌3-11頁
参照）を前述の放流魚に施すとともに，系群特
性モニタリング（繁殖形質，遺伝形質，肉質）
と資源モニタリング（年齢組成，沿岸域での行
動と環境，放流種苗と回帰の状況など）を行い，
得られたデータをデータベース化します． 
 調査研究調査研究調査研究調査研究 生態系の調和を図りつつ資源を合
理的に管理するため，生物モニタリング等から
得られたデータを用いて，回帰親魚の資源評価
と資源の変動予測手法，河川及び海洋域での生
息環境と成長変動の把握，各河川集団が保有す
る遺伝的特性及び保全方法，系群別の回遊経路
の把握及びさけ・ます資源の経済的管理に関す
る調査研究を行います． 
 技術開発技術開発技術開発技術開発 環境に配慮した増殖技術の健全な
発展を図るため，疾病予防等の健康管理に関す
る技術，コスト低減と環境に配慮した増殖技術，
漁業者や消費者ニーズの高い高品質資源の増殖
技術等に関する開発を行います． 
 

ふ化及び放流技術の講習並びに指導ふ化及び放流技術の講習並びに指導ふ化及び放流技術の講習並びに指導ふ化及び放流技術の講習並びに指導 
 増殖事業の効率的な推進を図るため，調査研
究及び技術開発等から得られた知見等に基づき，
民間増殖団体等に対する技術指導やふ化放流技
術者を養成する講習会等を開催します． 
 
成果の公表成果の公表成果の公表成果の公表 
 業務の成果は印刷物の発行，ホームページ，
学会発表等によって公表します． 
 
その他の業務その他の業務その他の業務その他の業務 
 水産分野の行政施策の遂行に必要な調査研究
等の要請には的確に対応します．具体的には，
近年の太平洋沿岸におけるサケ資源減少の原因，
外来魚の生態と繁殖抑制技術，北太平洋におけ
るさけ・ます類の資源豊度と系群識別などを調
査します． 
 また，都道府県及び民間増殖団体等へ講習指
導，情報提供等に対する満足度のアンケート調
査を行います． 

 
 

第第第第14141414回日ロ漁業専門家・科学者会議回日ロ漁業専門家・科学者会議回日ロ漁業専門家・科学者会議回日ロ漁業専門家・科学者会議    

大熊
おおくま

 一正
かずまさ

（調査研究課主任研究員） 
 日ロ漁業合同委員会の合意に基づいて設置さ
れる標記会議の第14回会議が昨年11月6日から15
日までの10日間東京都にて開催されました．今
回日本側からは北海道区水産研究所（北水研）
の稲田伊史所長を団長に18名が出席し，ロシア
側からは太平洋科学調査・漁業センター（チン
ロセンター）のボチャロフ所長を団長として，
13名の団員・専門家が出席しました．また全体
会議に加え例年どおり「浮魚」と「さけ・ま
す」の2つの分科会が設置されました．さけ・ま
す分科会では日本側は石田行正北水研国際海洋
資源研究官，ロシア側はカムチャツカ漁業・海
洋研究所（カムチャトニロ）のシニャコフ所長
がそれぞれチーフをつとめました． 
 さけ・ます分科会では2000年に実施された共
同調査および国内計画に基づく調査結果と両国
研究機関等への相互訪問の際の意見交換結果の
報告，極東系さけ･ます類の資源状態とその変動
傾向についての意見交換，両国における人工再
生産の概要説明，および2001年，2002年の科学
技術協力計画案の作成などが行われました。 
 極東系さけ・ます類の資源状態についてロシ
ア側からはカラフトマスの西カムチャッカ系偶
数年級群，東カムチャツカ系奇数年級群，およ

びサハリン・千島系奇数年級群は良好な状態で
あるが，これら以外はすべての魚種について資
源が低迷あるいは減少していると報告されまし
た． 
 科学技術協力計画案では，2001年度から日本
側の水産研究所，さけ･ます資源管理センターが
いずれも独立行政法人化することをふまえて共
同調査，協力計画が討議されました．また，
2000年度に行われたロシア200海里内での調査船
調査に関し，ロシア200海里法の適用によって調
査がスムーズに実施できなかったことに対して
日本側から改善を要請しました．研究者の相互
訪問による共同調査に関しては，すでに5月末か
ら15日間の日程でロシア人研究者2名が来道し，
釧路市の北水研で日本200海里内で漁獲されたさ
け・ますの生物特性調査を行いました． 
 次期会合は2001年の秋にロシアで開催される
予定となっており，この会議で2002年及び2003
年の科学技術協力計画案が作成される予定とな
っています．最終日には慣例に従い議事録に日
ロ双方の団長（日本側は当日稲田団長が不在の
ため水戸啓一北水研亜寒帯漁業資源部長が代
理）がイニシャルを記入して会議を終了しまし
た．
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さけさけさけさけ・ます類の耳石標識：技術と応用・ます類の耳石標識：技術と応用・ます類の耳石標識：技術と応用・ます類の耳石標識：技術と応用    
浦和
うら わ

 茂彦
しげひこ

（調査研究課遺伝資源研究室長） 
 
はじめにはじめにはじめにはじめに 
 
 海洋を広く回遊するさけ・ます類の資源や生
態調査を行う上で，小さな稚魚をいかに傷つけ
ずに大量標識するかが懸案事項であった．サケ
では遺伝的識別法により高い精度で系群を推定
できるが（浦和 2000 を参照），魚の起源を個体
別には判別できない．北米では長さ0.5-1.0 mm
ほどの磁気性ステンレススチール標識を稚魚の
吻部に打ち込む coded wire tag (CWT) 法が広く
用いられているが (Johnson 1990)，個体毎に手
作業で扱う必要があり，標識によって神経組織
にダメージを与え生残や行動に影響することも
懸念される (Habicht et al. 1998; Thedinga et al. 
2000)．日本では，食品としての安全性の面から
CWTを使用することは自制され，もっぱら鰭の
一部を切除する標識方法が長い間用いられてき
た．しかし，鰭切標識は，手作業のため大量に
標識するのが困難で，識別できるパターンも極
端に少なく，精度にも問題がある． 
 1980年代後半より北米において耳石温度標識
法が開発され，数千万尾単位での標識が可能と
なった．また，より簡便なドライ標識法などの
技術も新たに開発され，ロシアや日本も大量耳
石標識を開始した．2000年には，北太平洋各国
の孵化場より総放流数の20%以上に相当する約
10億尾のさけ・ます類が耳石標識されて放流さ
れた（図1）．これらの大部分はサケとカラフト
マス稚魚で占められている（図2）． 
 この大量標識技術により，海洋や沿岸におけ
るさけ・ます類の資源と生態に関する研究が飛
躍的に向上することが期待されるが，一方では
標識放流群の増加により標識パターンの重複が
起きるようになった．耳石標識技術を有効に利
用するため，国や地域間における耳石標識放流
の調整とデータベースの構築が急務となった． 
 これらの状況を受けて，北太平洋溯河性魚類
委員会 (NPAFC) は，1998年に耳石標識の調整
などを目的とした作業グループを発足させると
共に，本年3月にさけ・ます類の耳石標識に関す
るワークショップをシアトルで開催した．ここ
では，耳石標識に関する最新の技術と応用例を
紹介し，耳石標識を利用した研究の将来構想に
ついてふれる． 
 
耳石標識技術耳石標識技術耳石標識技術耳石標識技術 
 
 飼育水温，摂餌率や光周期など生息環境を変

えることによって，魚類の耳石中に含まれるカ
ルシウムとタンパク質層の厚さが変化し，特定
のマークが付くことが知られている．さらにア
リザリン・コンプレクソンやストロンチウムな
ど化学物質で耳石を染色して標識する方法など
も開発されている．これらの耳石につけられた
マークは魚の一生を通じて残り，孵化場から放
流される特定集団の追跡を可能にする． 
 
温度標識温度標識温度標識温度標識 魚類の耳石の成長と密度は水温変

化により強い影響を受けることが明らかにされ
てから (Campana and Neilson 1985; Neilson and 
Geen 1985)，多くの研究者がこの現象をさけ・
ます類の耳石標識へ応用することを検討し，耳
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図図図図1. 北太平洋地域におけるさけ・ます類の総放流数と耳
石標識魚の放流数の年変化．2000年の総放流数は不明だ
が，耳石標識魚は毎年放流数が増加し，最近では総放流
数の約20%を占める． 
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図図図図2. 北太平洋地域における魚種別の耳石標識魚放流数と
耳石標識グループ数の年変化．大部分がカラフトマスと
サケで占められるが，放流数と共に標識グループ数も増
加し，同一魚種で標識パターンの重複が起きるようにな
った． 
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石温度標識を実用化することに成功した 
(Brothers 1990; Volk et al. 1990, 1999; Munk et al. 
1993)．特に孵化場で飼育されるさけ・ます類は，
耳石に標識可能な発眼卵から仔魚期まで孵化槽
などで大量に飼育されているので，温度標識を
行うのに向いている． 
 耳石温度標識の基本は，短期間に水温を変化
させることにより耳石の成長を変えて識別可能
な標識パターンを作ることにあり，水温を下げ
れば暗いリングが逆に水温を上昇させれば明る
いリングが耳石に形成される（図3）．2時間から
数日間のサイクルで飼育水を冷却するか加熱し
て水温を2-5℃変化させることにより，バーコー
ド状のさまざまなパターンを耳石に記録するこ
とができる．水温変化が大きいほど明確なリン
グが形成される．また，水温変化の間隔が短い
ほど細いリングが作られるが，体内リズムの影
響なのか12時間あるいはその倍数の間隔にする
と，より明確なバンドが形成されるらしい． 
 標識時に水温変化を与えることによる生残な
どへの影響はないとされる．実際に，当センタ
ーの事業所で耳石標識を行っても，卵の孵化率
や放流までの生残率に無標識の対照魚と有意な
差はみられない． 
 
ドライ標識ドライ標識ドライ標識ドライ標識 さけ・ます類の卵を水中から取

り出してやると，生理的ストレスにより温度を
低下させた時と同様のリングが耳石に形成され
ることをロシア極東マガダン地区の研究者が見
出した (Rogatnykh et al. 2001)．彼らは日本製の
増収型アトキンス式孵化槽を使い，水の供給を
コントロールすることにより発眼卵の耳石に標
識することを試みた（図4）．1996年における初
期の試験ではあまり明確な標識が得られなかっ
たが，その後，発泡スチロールで孵化槽を覆い
内部の温度変化を極力なくし（2.9-3.1℃の間），
適度な湿度を保つなどの改良を重ねた結果，温
度標識と変わらない高品質なリング標識を耳石
に記録できるようになった（図5）． 
 水の供給調整による標識作業は，通常は24時
間間隔で行うが，12時間でもリングを形成する
ことは可能という．孵化槽内の湿度を適度に保
てば，水抜き作業を繰り返しても，卵の質やそ
の後の生残率に影響を与えない (Rogatnykh et al. 
2001)．ドライ標識は，孵化した仔魚には使えな
いが，特殊な装置は必要ないので，マガダン地
区だけでなく，カムチャツカ半島やサハリンの
孵化場でも簡便な耳石標識法として利用される
ようになった (Chebanov and Kudzina 2001)．し
かし，他国では技術的問題から実用化されてい
ない． 
 

水温

時間（1目盛24時間）

RBr 1:1.4,2.4n

水温

時間（1目盛24時間）

水温

時間（1目盛24時間）

RBr 1:1.4,2.4n  
図図図図3. サケの耳石に施された温度標識．発眼卵や仔魚期
に水温を2-5℃低下させると，耳石に黒いリングが形成
される．この耳石には，最初24時間毎に水温を4℃変化
させて4本の太いリングを作り，48時間の間隔をおい
て，今度は12時間毎に水温を変化させて4本の細いリン
グを形成させた．水温変化の間隔を変えることにより，
バーコード状のさまざまなパターンを標識できる． 

 
 

 
 
図図図図4. 耳石ドライ標識法の概略．発泡スチロールで断熱
した孵化槽に下網を敷き，発眼卵を収容する．通常は底
から上に水が流れているが（左図），仕切板を上げて飼
育水を抜き卵が露出するようにする（右図）．これを一
定間隔で繰り返すことにより，耳石に温度標識と同じリ
ングが形成される．卵を空気中に露出させている時は，
孵化槽に蓋をして湿度と温度を一定に保つ必要がある． 

 
 

 
図図図図5. ロシア Yana Hatchery で発眼卵期にドライ法により
標識されたギンザケ仔魚の耳石．標本提供は  Elina 
Akinicheva 女史 (Magadan NIRO)． 
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ストロンチウム標識ストロンチウム標識ストロンチウム標識ストロンチウム標識 温度標識やドライ法で
は少なくとも数週間は魚を飼育する必要があり，
野生魚や人工産卵床由来の魚のマーキングには
向いていない．そこでストロンチウムを用いた
標識法が開発された (Schroder et al. 2001)． 
 初期の段階では濃度1 ppm の塩化ストロンチ
ウム液に魚を漬ける方法が取られたが (Behrens 
Yamada and Mulligan 1982, 1987)，耳石にマーク
がつくまで 1週間程度を要した．そこで，
Schroder et al. (1995) は濃度を1,200-9,000 ppm 程
度まで高めた塩化ストロンチウム液に稚魚を24
時間浸漬することで短期間に標識ができるよう
に改良した（図6）． 
 鰓などより吸収され耳石に沈着したストロン
チウムは魚の一生を通して残る．ストロンチウ
ムは淡水よりも海水に多く含まれることから，
耳石や鱗を微量分析することにより降海型と残
留型の識別や降海時期を特定できることが知ら
れているが (Bagenal et al. 1973; Kalish 1990)，標
識に用いられるストロンチウム濃度は天然水中
よりも遥かに高い．ストロンチウムの濃度や浸
漬時間を変えることによって温度標識と同様に
バーコード状の標識を付けることもできる． 
 ストロンチウム標識を確認するには反射電子
を検出する特殊な装置を備えた走査電子顕微鏡
が必要なことから，温度標識などと組み合わせ
た多重標識がより実用的であろう．これによっ
て使える標識パターンを増加させることもでき
る．安全性の確認は十分されていないようにも
思われるが，昨年春にはストロンチウム標識さ
れたベニザケ稚魚がアラスカの湖に放流された． 
 
蛍光標識蛍光標識蛍光標識蛍光標識 道立水産孵化場では，蛍光物質の

アリザリン・コンプレクソン (ALC) を用いて
サケの発眼期に耳石標識を行った (工藤 2001)．
ボックス型孵化槽を用い，水温を一定にして循
環させた濃度200 mg/m3のALC液中に発眼卵を24
時間収容することによって，耳石に蛍光リング
を付けた．一定間隔をおいて2重のリング標識を
付けることも可能であるが（図7），標識パター
ン数は限定される． 

ALC標識の確認には蛍光顕微鏡が必要である
が，耳石を研磨しなくても確認できるので，検
出は比較的容易である．1995年より5年間に渡り
合計約1,150万尾のALC標識サケ稚魚が暑寒別川
に放流された．放流河川付近の沿岸より多数の
標識稚魚を再捕し (工藤 2001)，幼魚1尾がオホ
ーツク海南部でも発見された (上野ら 1998)．
さらに暑寒別川に回帰したサケ親魚の耳石にも
ALC標識を確認し（図7），蛍光標識は4年以上残
ることが確認されている． 
 

耳石標識の調整とデータベース化耳石標識の調整とデータベース化耳石標識の調整とデータベース化耳石標識の調整とデータベース化 耳石に標
識ができる時期は，卵が発眼してからの数週間
に限られるため，使える標識パターンの数も限
度がある (Hagen 1999)．標識パターンが複雑に
なるほど標識コストと起源を判別する労力が増
加するので，シンプルな標識パターンを使う傾
向にあり，重複が起きやすい．最初に耳石標識
魚が放流された北米西海岸では，標識の主な目
的が沿岸に産卵回帰したさけ・ます類の漁業資
源管理であるため，遠く離れた地域間における
標識の重複についてはあまり配慮されなかった．
しかし，ロシアと日本を加えた北太平洋沿岸各

 
図図図図6. ストロンチウム（矢印）により標識されたベニザ
ケ仔魚の耳石．温度標識を施し（中心部），孵化後に塩
化ストロンチウム液（濃度3,000 ppm）に48時間浸漬し
て2重標識とした．低真空走査電子顕微鏡にロビンソン
型反射電子検出器を装着して観察撮影．標本提供は 
Peter Hagen 氏 (ADFG)． 

 
 

 
図図図図7. サケ回帰親魚の耳石より検出されたアリザリン・
コンプレキソン (ALC) 標識．発眼卵期に2重のALCリン
グ標識を施したサケ稚魚を1996年4月に暑寒別川に放流
したところ，4年半後に母川回帰した親魚よりこの蛍光
標識がみつかった．蛍光顕微鏡（波長515 nm）で観察撮
影．標本提供は工藤 智氏（道立水産孵化場）． 
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国が積極的に耳石標識を行うようになり，沖合
研究への利用が注目されるようになると，標識
パターンの重複がにわかに問題となってきた． 
 NPAFC科学調査統計小委員会は，1998年に標
識に関する作業グループを発足させ，耳石標識
の調整方法とデータベースの構築を検討してき
た．まず最初に国別コードを定めることが検討
された (Munk 1999)．日本とロシアの間では地
域別コードを定めることで合意したものの（日
本はベースマークとして2本のリングを用いる），
アジアと北米間では標識パターンが限定される
ため調整は困難であった．そこで，次のような
方法で標識の重複を避けることとなった (Urawa 
et al. 2001)． 
 
（１）国あるいは地域毎に耳石標識コーディネ
ーターを決める．この任務はとりあえず標識
作業グループのメンバーが努める． 

（２）各国はその年の年級群に用いる標識計画
を７月下旬までに提案する． 

（３）提出された計画に基づき，国間で標識の
重複がないかコーディネーターが検討し，重
複した標識パターンがある場合は調整する． 

（４）標識作業中に事故などにより予定のマー
クが出来なかった場合は，すぐに他のコーデ
ィネーターへ連絡を行い，重複を最小限に留
める． 

（５）各国は前年級群に対して行った耳石標識
に関する情報を年次会議（通常10月下旬）ま
でに提出する． 

 
 各国の耳石標識放流に関する情報はデータベ
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図図図図8. インターネット上で検索することにより得られる耳石標識放流群の基本的情報と追加情報．ここでは千歳事業
所より1999年4月に放流されたサケ稚魚の耳石標識情報を例に示した． 

表１表１表１表１．耳石標識パターンの表記例．

孵化前 孵化後

1:1.6 6H l l l l l l
1:1.2,2.3 2,3H l l   l l l 
1:1.2,2.3n 2,3nH I I   III
2:1.2,2.3,3.3 H2,3,3 l l   l l l   l l l 
1:1.2,2.3+3.3 2,3H3 I I   I I I I I I

グラフィク イメージ
RBr code Hatch code

 
 
 

RBr Code  1:1.6

Region:Band.rings

Region:耳石における標識位置
　　 1, 孵化前; 2, 孵化後

Band:標識リングのグループ
rings:それぞれのバンドにおけるリン

グ数．１２時間単位の狭いリン
グの場合はnを添付する．

Hatch Code   6H

RBrと類似するが，�H�が孵化を表し，
標識位置が孵化の前か後かを示す．

RBr Code  1:1.6

Region:Band.rings

Region:耳石における標識位置
　　 1, 孵化前; 2, 孵化後

Band:標識リングのグループ
rings:それぞれのバンドにおけるリン

グ数．１２時間単位の狭いリン
グの場合はnを添付する．

RBr Code  1:1.6

Region:Band.rings

Region:耳石における標識位置
　　 1, 孵化前; 2, 孵化後

Band:標識リングのグループ
rings:それぞれのバンドにおけるリン

グ数．１２時間単位の狭いリン
グの場合はnを添付する．

Hatch Code   6H

RBrと類似するが，�H�が孵化を表し，
標識位置が孵化の前か後かを示す．

 
図図図図9. RBrとHatch Codeによる耳石標識パターンの表記
方法． 
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ース化されて，インターネット上で公開される
予定である（図8）．これら情報には，魚種，年
級群，放流日，放流場所，標識パターン，放流
魚のサイズ，放流数などが含まれる．標識パタ
ーンは RBr code (Munk and Geiger 1998)，Hatch 
code (Hagen et al. 2000) あるいはグラフィックイ
メージで表示され（表1，図9），デジタル化した
画像データも見ることができる．さらに詳細な
情報が必要な場合は，標識責任者のメールアド
レスがハイパーリンクされているので連絡を取
ることも可能である． 
 
耳石標識の利用耳石標識の利用耳石標識の利用耳石標識の利用 
 
 以上のように最近急激に発展した大量耳石標
識技術が，どのようなことに応用されているの
か，あるいはどのような利用の可能性があるの
か注目される．前述の耳石標識ワークショップ
では様々な利用例が紹介された． 
 
分布と移動分布と移動分布と移動分布と移動 耳石標識の利用としてまず考え

られるのは，特定の放流群毎に回遊経路，成長，
食性などを追跡調査できることである．Ignell et 
al. (1997) が東部ベーリング海におけるスケトウ
ダラのトロール漁で混獲されたサケより耳石標
識を回収して以来，海洋でのさけ・ます類の分
布や成長などの解明に耳石標識が大きな役割を
果たすようになった． 
 特に，耳石標識魚が大量に放流されているア
ラスカ湾岸から沖合にかけては，多数の標識魚
が再捕されている．例えば，南東アラスカのア
イシーとチャットハム海峡では，6月から7月に
かけて外洋に向けて通過するサケ稚魚の半数以
上に2カ所の孵化場  (GastineauとHidden Falls 
Hatchery) 起源の耳石標識が確認された (Orsi et 

al. 2000, 2001)．これらの5月に放流された標識稚
魚の1日当たりの平均移動距離は0.9-3.6 km であ
った．また，標識サケ稚魚は岸よりも海峡部で
移動が遅くて相対成長速度が高く，水温と餌と
なる動物プランクトン量が稚魚の生息場所や移
動に関係すると推定された． 
 アラスカ湾沿岸部に沿った大陸棚海域では，
1996-1998年の夏季に国立アラスカ水産研究所に
より幼魚の分布調査が行われた  (Farley and 
Munk 1997; Carlson et al. 2000)．それによると，
南東アラスカ（前述の2カ所の孵化場）起源の耳
石標識魚は，8月には南東アラスカ沿岸を去り，
中部アラスカの大陸棚付近にまで移動している
ことがわかった（図10）．さらに，PWS起源のサ
ケ幼魚は，南東アラスカ群よりも先行して西へ
移動していた． 
 ほぼ同時的に，アラスカ湾沖合の2定線（西経
165度と145度の南北ライン）で，北海道大学の
調査船おしょろ丸によりサケの分布調査が行わ
れた (Urawa et al. 2000)．耳石標識魚の混入割合
は，西部海域（165度）で1.1%と低いが，中部海
域（145度）では14.5%で，PWS 2カ所，南東ア
ラスカ2カ所とカナダのバンクーバー島1カ所の
孵化場から放流された標識魚がみつかった（図
11）．アラスカ湾沿岸由来のサケはそれほど沖合
まで回遊しないことを示唆している．これら標
識魚のうち，その年に産卵する成魚は1尾のみで，
他はすべて未成魚であった．これは成魚が産卵
のためアラスカ沿岸海域へすでに移動したため
である．遺伝的系群識別結果と耳石標識魚の割
合を年齢別に比較したところ，アラスカ湾に分
布する南東アラスカ産サケは大部分が孵化場由
来と推定された． 
 
母川回帰精度母川回帰精度母川回帰精度母川回帰精度 沿岸に回遊した魚の耳石を調
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図図図図10. 1996-98年夏にアラスカ湾大陸棚海域でトロール網により採集されたサケ幼魚に占める耳石標識魚の割合．プ
リンス・ウイリアムス・サウンド (PWS) の4カ所の孵化場より放流された標識魚は緑色で，南東アラスカの2カ所
の孵化場より放流された標識魚は橙色で示した．数字は採集尾数を示す．耳石標識魚の総放流数はPWSで約2億尾，
南東アラスカで約4億尾．Carlson et al. (2000) より改図． 
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べていると，予期しない標識パターンに遭遇す
ることがある．南東アラスカの沿岸や河川に回
帰したカラフトマス成魚の耳石を調べたところ，
670尾中13尾（2%）に950 km 以上離れたPWS地
区の孵化場起源と思われる標識パターンが確認
された（Agler et al. 2001）．これらは標識の重複
あるいは自然についたマークの可能性もあるこ
とから，放流時の基準標本を取り寄せて標識リ
ングの位置や耳石に含まれる微量物質の比較を
行ったが，やはりPWSからの迷入魚と判断され
た．サケ属魚類の中でカラフトマスは母川回帰
精度が最も低いとされているが，これほど遠距
離の迷入が確認されたのは初めてだった．さ
け・ます類の回帰精度を知ることは，遺伝資源
保全の観点からも興味深い． 
 
資源管理資源管理資源管理資源管理 アラスカでは，まず第一に野生資

源，第二に孵化場産資源を持続的に維持するた
めに，さけ・ます類の資源管理を行うように州
法で定められている．持続的資源管理のために
漁業規制を行うには，漁獲される魚の系群識別
を迅速に行う必要があり，アラスカではこうし
た資源管理のために耳石標識が有効利用されて
いる (Hagen et al. 1995)． 
 ジュノーにあるアラスカ州の耳石研究室では，
年間約30,000個の耳石を分析している (Scott et al. 
2001)．研究室に送られた耳石標識の検出作業は

即日行われ，分析結果は解禁か禁漁かの判断材
料として利用される．耳石は必ず2人の検査者に
よって分析され，両者の見解が一致しない場合
は第三者によって判断される．十分に訓練を受
けた技術者の1時間当たり平均標本処理数は，頭
部から耳石の取り出しが75個体，耳石をスライ
ドグラスに貼り付けるのが35個体，耳石を研磨
して標識を判別するのが60個体である．こうし
た迅速な耳石分析システムにより，試験漁業や
商業漁業で頭部標本が採集されてから24時間以
内に孵化場魚の混入率が資源管理者に報告され
る (Hagen et al. 1995)． 
 アラスカ中部のPWS地区では1995年よりカラ
フトマスに対する耳石標識が始まり，最近では
毎年約5億尾の標識稚魚が4カ所の孵化場より放
流されている．孵化場魚の貢献度を評価するの
に，以前はCWTが使われていたが，混入率の高
い耳石標識を使うことにより少ないサンプル数
で高精度かつ迅速に推定できるようになった 
(Joyce and Evans 2001)．耳石標識で得られたデー
タは漁業管理に利用されるほか，孵化場近辺河
川の野生資源への影響評価にも利用されている．
例えば，1997年と1998年に河川へ回帰したカラ
フトマス親魚は孵化場産が2,600万尾であるのに
対し，野生産は230-530万尾に過ぎない（Sharp 
et al. 2000）． 
 カナダのブリティッシュ・コロンビア (BC) 
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図図図図11. 1998年夏にアラスカ湾で調査流網により漁獲されたサケ (n=527) に占める耳石標識魚の割合．見つかった耳
石標識魚は図に示したアラスカ4カ所とカナダ1カ所の孵化場より放流された．標識魚の割合はアラスカ湾西部海域
（西経165度）では非常に低いが，中部海域（西経145度）では平均14.5%で南ほど高い．数字は見つかった標識魚
数を孵化場別に示す．標識魚はアンダーラインで示した1個体を除きすべて未成魚であった．この時期，中部と南東
アラスカ産のサケ成魚は産卵のため沿岸へ移動しているが，未成魚の沖合分布もアラスカ湾に限定されることを示
唆する．Urawa et al. (2000) より改図． 
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州では，1990年前後より孵化場産さけ・ます類
に耳石標識がされるようになった．初期には，
孵化場魚と野生魚の相互関係を調べる研究目的
で耳石標識が使われた．その結果，両者には分
布，豊度，成長速度，移動速度や摂餌率に差が
みられ，特に孵化場魚は生残率が高く，野生魚
に対して影響を与えていることが示唆された 
(Hargreaves et al. 2001)．最近では，耳石標識が
資源評価や漁業管理の道具としてより重要にな
っている．具体的な応用として，地域漁獲に対
する各孵化場魚の貢献度評価，他の標識方法に
おける偏りの可能性の評価，孵化場産と野生産
魚の両方が混在した産卵群における孵化場魚の
貢献度評価，主な孵化場から放流されるさけ・
ます類の迷い込み率 (straying rate) の決定，主
要系群に対する搾取率 (exploitation rate) の推定，
様々な漁業規制の有効性評価などが含まれる 
(Hargreaves et al. 2001)． 
 ロシア北オホーツク沿岸のマガダン地区には4
カ所の孵化場があり，1994年より耳石標識が始
まった．この地区では孵化場産魚に加えて野生
魚も多いので，放流効果の判定に耳石標識が使
われている．標識魚が母川回帰し始めたのは最
近であるが，Yana Hatchery より放流された1994
年級サケ稚魚の河川回帰率は0.3%であること，
他河川からの移殖卵よりも地場卵を用いて放流
した方が回帰率の高いこと，河川回帰したサケ
親魚の中で孵化場魚の占める割合は4-5%に過ぎ
ないこと などが 明ら かにされ つつあ る 
(Akinicheva and Rogatnykh 2001)． 
 前述のように，道立水産孵化場では1995年よ
り5年間に渡り，北海道増毛沿岸においてALC標
識放流したサケ稚魚の追跡調査を実施し，小型
トロール網により標識稚魚約3,000尾を再捕した
（工藤 2001）．4月上旬から中旬にかけて体重1 
g前後（体長50 mm）で増毛孵化場より放流され
た標識魚は，およそ50日後の5月中下旬には平均
体重が3 g（体長70 mm）まで成長し離岸するこ
とが確認された．体サイズの異なる標識放流群
を比較すると，沿岸での成長は大型群が優位で
あるものの，今のところ親魚の母川回帰率には
有意差がみられないという（工藤 2001）． 
 
日本の耳石標識計画日本の耳石標識計画日本の耳石標識計画日本の耳石標識計画 
 
 日本では，耳石温度標識されたサケ稚魚が
1999年春にはじめて放流された．その後，標識
放流数は毎年増加し，2004年には1億尾を超える
予定である（図12）．標識魚の大部分はサケであ
るが，一部にカラフトマスとサクラマスも含ま
れる．サケに関しては，北海道5カ所の地域集団
と岩手県の太平洋集団を代表する河川の放流魚
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図図図図12. さけ・ます資源管理センターによる耳石標識
魚放流計画．2003年級群からは1億尾を超える耳石標
識魚（サケ，カラフトマス，サクラマス）が北海道
と本州の孵化場より放流される予定である． 
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図図図図13. さけ・ます資源管理センターによるサケの耳
石標識実施予定場所．括弧内の数字は最終的な標識
放流予定数（万尾）． 

 
 
表表表表2. 日本産サケ耳石標識魚の総放流数と調査の計
画．越冬期とベーリング海調査では放流の翌年より
標識魚が調査対象となる．△は未定． 

年級 総放流数

1999 1998 4,400,000 ○ ○

2000 1999 14,000,000 ○ ○ ○

2001 2000 18,700,000 ○ ○ ○

2002 2001 47,700,000 ○ ○ ○

2003 2002 75,900,000 ○ ○ ○

2004 2003 109,700,000 ○ ○ △ ○

2005 2004 128,000,000 ○ ○ △ ○

2006 2005 133,000,000 △ △ △ △

年 春季沿岸幼
魚調査

秋季オホー
ツク海幼魚
調査

越冬期調査 夏季ベーリング海調査

耳石標識魚
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に対して，それぞれ異なるパターンの耳石標識
を行う計画である（図13）． 
 耳石標識の目的は，さけ・ます類の回遊経路，
成長や生残など系群特性を地域集団毎に明らか
にし，これらの基本情報を資源の効率的な増殖
や管理に役立てることである．調査海域は，各
地の沿岸から幼魚の重要な生息場と考えられる
オホーツク海，さらには夏季の主要な生育海域
であるベーリング海にまで広範囲に及ぶので
（表2），これらの調査研究は水産総合研究セン
ターや道県などとも協力しながら進める必要が
ある． 
 また，沿岸や河川に回帰した成魚の耳石を調
べることによって，放流群毎の混入率，産卵回
遊経路や母川回帰精度などを知ることができる．
耳石標識魚の放流数が増加すれば，きめ細かな
沿岸漁業管理への利用も可能になるであろう． 
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サケ科魚類のプロファイルサケ科魚類のプロファイルサケ科魚類のプロファイルサケ科魚類のプロファイル----1111        
ベニザケベニザケベニザケベニザケ                       鈴木

すず き

 俊哉
としや

（調査研究課主任研究員） 

 
 ベニザケ（紅鮭，Oncorhynchus nerka）という
名前は，未成魚の筋肉や成熟魚の婚姻色が深紅
を呈することに由来する（図1 A, B）．ベニザケ
は，鮮やかな肉色に加え，脂肪分にも富むこと
から日本人に大変好まれている．ベニザケは一
般に生まれてから数年を湖沼で過ごしたのち海
洋生活に移り，産卵のため再び湖沼や河川に遡
上して一生を終える．しかし，ベニザケの中に
は湖沼で小型のまま一生を送る陸封型もおり，
これらはヒメマスと呼ばれている． 
 なお，学名の �nerka� はロシアにおけるベニ
ザケの呼称に基づいている． 
 
分布分布分布分布 
 ベニザケが産卵に遡上する水系の主な分布域
は，北米において南はコロンビア川から北はア
ラスカ西部のクスコックウィン川におよぶ（図
2）．アジア側の主分布域は，カムチャッカ半島
から北はアナディール川にかけての地域である．
北米における分布南限はサクラメント川，北限
はユーコン川とされる．アジア側の南限は択捉
島，西限はオホーツク海に注ぐオホータ川とい
われている． 
 日本ではヒメマスが北海道東部の阿寒湖と網
走川水系のチミケップ湖に自然分布していた．
現在では中部以北の高地にある湖沼に，移殖さ
れたヒメマスが生息している． 
 海洋においてベニザケは，北緯40度以北の北
太平洋，ベーリング海およびオホーツク海に分
布する．この分布域において，ベニザケは夏期
に北方へ，冬期には南方へ回遊する． 
 アジア系ならびに北米系ベニザケの海洋分布
を標識放流，寄生虫相および鱗相分析による系
群識別を用いて調べた結果，両群の分布域は北
太平洋中央部およびベーリング海において重複
していることがわかった．北米系ベニザケは，
北太平洋において東経160度付近，ベーリング海
では東経170度付近の海域にまで出現する．一方，
アジア系ベニザケの主な分布域は東経145度から
西経175度におよんでいる． 
 
生活史生活史生活史生活史 
 ベニザケの生活史は他のサケ属魚類に比べ多
様であり，幼稚魚期の生息場所に湖沼を利用す
る度合いの高いことが特徴である． 
 ベニザケは一般に幼魚期の1-3年（多くは1-2
年）を湖沼で生活するが，幼稚魚期を河川で過
ごしたのち降海する個体群や産卵床から浮上し

た直後の稚魚期に降海する個体群も一部に存在
する． 
 海洋で1-4年（多くは2-3年）生活したベニザ
ケは，晩春から夏にかけて母川に回帰する．母
川への遡上時期は産卵場までの距離や産卵時期
により異なり，一部では晩秋にまでおよぶ．湖
沼を持つ水系を生息場所とするため，母川回帰
性は他のサケ属魚類に比べ正確であることが知
られている． 
 ベニザケの産卵期は7月下旬から4月におよぶ
が，盛夏から晩秋にかけて産卵する個体群が多
い．産卵場所は主に湖沼に流入する河川である
が，湖岸の湧水地帯が利用されることもある． 
 淡水生活を湖沼で過ごすベニザケ幼魚は，甲
殻類プランクトンを主要な餌とし，他に水生昆
虫の蛹や陸生昆虫なども利用する．降海後のベ
ニザケはオキアミ類，クラゲノミ類などのプラ

 

図1. ロシアのクリル湖に溯上したベニザケ成熟
魚（A, 浦和撮影）とベーリング海のベニザケ
未成魚（B）． 

 
 

図2. ベニザケ遡上・産卵水系の分布域．赤は主
分布域，黄色は局所的分布域を示す． 

 

ＡＡＡＡ 

ＢＢＢＢ 
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ンクトンを中心に，小型の魚類およびイカ類な
ども採餌している． 
 
資源資源資源資源 
 日本，ロシア，米国およびカナダ沿岸におけ
るベニザケの総漁獲数は，1993-1996年における
年平均値で，約76百万尾を示した．漁獲数の地
域別比率は，米国アラスカ州が76%と最も高く，
次いでカナダ13%，ロシア9%，米国の他地域
2％，日本1%未満の順であった． 
 北米におけるベニザケの漁獲数は，1970年代
後半から増加し，1990年代前半をピークにその
後減少傾向にある（図3）．同様の傾向はロシア
のベニザケ資源にも認められている．このよう
な長期的資源変動は，地球規模での周期的な気
候変動にともない北太平洋の生産力が変化した
ことが一因であると考えられている． 
 
増殖増殖増殖増殖 
 日，露，米，加の4カ国から放流されたベニザ
ケ幼稚魚は，1993-1996年における年平均値で，
約3億尾におよんだ．放流数の地域別比率は，カ
ナダが72%と最も高く，次いで米国アラスカ州
24%，米国の他地域4%，ロシア1％，日本1%未
満の順であった． 
 カナダにおけるベニザケ増殖は，人工産卵河
川を用いた自然繁殖の促進が中心的な手法とな
っている．これに対しアラスカでは，稚魚を海
洋生活に適応可能なスモルトの発育段階まで孵
化場で飼育したのちに放流している．両国にお
ける放流数の差は，このような増殖方法の違い
がひとつの背景となっている． 
 ベニザケが分布しない日本では，ヒメマスか
らベニザケを作る試みが1980年代より本格化し
た．当センターでは，数々の飼育放流実験から1
歳魚でのスモルト化を可能とする成長制御方法
や海洋生残率が最も高くなる放流時期などを明
らかにし，国産ベニザケ生産技術の開発に成功
した．この結果，1990年代前半には毎年1千尾を
超えるベニザケが北海道の河川に回帰するよう
になった．しかし，ベニザケ回帰数はその後減
少傾向に転じたことから，回帰率の安定化を目
指した増殖技術の確立が今後の課題となってい
る． 
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図3. 1971-1998年のカナダおよび米国におけるベニザケ
漁獲数．1997年以後は暫定値． 
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北太平洋と日本におけるさけ・ます類の資源と増殖北太平洋と日本におけるさけ・ます類の資源と増殖北太平洋と日本におけるさけ・ます類の資源と増殖北太平洋と日本におけるさけ・ます類の資源と増殖    
さとう

佐藤 
えくお

恵久雄（企画課情報係長） 
 
1999年の北太平洋年の北太平洋年の北太平洋年の北太平洋 
 
漁獲数漁獲数漁獲数漁獲数 
 NPAFC第8回年次会議における各国の報告によ
ると，1999年1-12月の北太平洋の漁獲数は4億
5,200万尾で，前年の4億1,400万尾より9％増加し
ました．地域別ではアラスカ州が2億1,600万尾と
最も多く，以下ロシアの1億6,900万尾，日本の
5,900万尾，カナダの700万尾の順で，魚種別に見
るとカラフトマスが3億1,900万尾（71%）と全体
の2/3以上を占め，次いでサケが7,700万尾（17%），
ベニザケが5,000万尾（11%）と続き，これら3魚
種で99%を占めています（図1A）． 
 
人工ふ化放流数人工ふ化放流数人工ふ化放流数人工ふ化放流数 
 1999年1-12月に人工ふ化放流された幼稚魚数は
46億7,000万尾ですが，前年分が不明の米国ワシ
ントン州以南を除くと44億尾で，前年数45億
6,000万尾に比べ3％減少しました．地域別では日
本が20億3,000万尾と最も多く，以下アラスカ州
が14億4,000万尾，ロシアが5億7,000万尾，カナダ
が3億7,000万尾と続いています．魚種別ではサケ
が28億2,000万尾で半数以上を占め，これに次ぐ
カラフトマスの13億尾と合わせると全体の9割以
上に達します（図1B）． 

2000年度の日本年度の日本年度の日本年度の日本 
 
サケサケサケサケ 
 2000年度の沿岸来遊数（沿岸海面での商業漁獲
と内水面での親魚捕獲の合計）は4,400万尾で前
年度比92％となりました．1999年度は1992年度以
来7年ぶりに沿岸来遊数が5,000万尾を下回りまし
たが，2000年度は更に減少し，史上最高を記録し
た1996年度からは，4年連続の減少によって半減
するに至りました（図2）． 
 これを道県別でみると，北海道と福島県以南の
太平洋側各県が前年を大きく下回っている一方，
日本海側では多くの県が前年より増えています
（図3）． 
 また海区別にみると，前年より減っているのは
北海道のオホーツク海区と根室海区のみであり，
それ以外の海区ではむしろ増加しています．ただ
し，いずれの海区も1994年度から1996年度に記録
した過去最高数と比べると，2/3から1/3程度にな
っています（図4）． 
 2000年度の採卵数は21億6,000万粒でほぼ計画
どおりとなっていることから，まだ未確定ながら
放流数もほぼ計画どおり18億2,000万尾程度にな
ったものと見込まれます． 

魚種未報告 ベニザケ サケ カラフトマス

ギンザケ マスノスケ スチールヘッド サクラマス

魚種未報告 ベニザケ サケ カラフトマス

ギンザケ マスノスケ スチールヘッド サクラマス
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図１．1993-1999年の北太平洋におけるさけ・ます類の地域別魚種別漁獲数（A）と人工ふ化放流数（B）．1993-1996年は

「NPAFC Statistical Yearbook」による商業漁獲数の確定値だが，1997年以降はNPAFC年次報告等で示された暫定値であ
る．ロシアにはEEZ（排他的経済水域）で他国が漁獲したものを含む．WOCIはワシントン，オレゴン，カリフォルニ
ア，アイダホ州の合計．WOCIの一部は当該年のデータが未報告のため示していない． 
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工ふ化放流数．2000年度は概数． 
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カラフトマスカラフトマスカラフトマスカラフトマス 
 主産地である北海道の2000年度の沿岸来遊数は
1,400万尾で前年よりほぼ倍増しました．カラフ
トマスの沿岸来遊数は，1991年以降急増するとと
もに，1991年以後の偶数年級群での平均が1,500
万尾，奇数年級群のそれは800万尾で，両者には2
倍近い開きがあります．採卵数は1億7,000万粒で
ほぼ前年と同数なので，放流数も前年並みの1億
4,000万尾程度と見込まれます（図5）． 
 
サクラマスサクラマスサクラマスサクラマス 
 2000年度の北海道における河川捕獲数は1万
4,000尾で，前年より60%ほど増加しました．こ
のため採卵数も前年を上回る740万粒となりまし
た．なお，本州についてはまだ調査中です（図6）． 
 
ベニザケベニザケベニザケベニザケ 
 当センターでは北海道の3河川でベニザケの人
工ふ化放流に取り組んできましたが，2000年度の
河川捕獲数は前年並みの799尾で，採卵数は80万
粒となりました．近年は残念ながら1990年代前半
に比べると少ない状態が続いています（図7）． 
 
放流数の年度区分放流数の年度区分放流数の年度区分放流数の年度区分 
 放流数に用いる年度区分については，通常用い
られている3月末で区切る会計年度とは期間が異
なるので注意が必要です． 
 サケの場合を例にとると，親魚の回帰時期は8
月から2月にかけてで，ここから得た種苗は翌年
の1月から6月にかけて放流されます．サケの人工
ふ化放流は親魚の捕獲から始まって，そこから得
た種苗を放流し終えるまでを一つの周期としてい
ます．このため，例えば「2000年度の沿岸来遊
数」は2000年8月から2001年2月にかけて来遊した
尾数を指しますが，「2000年度の放流数」の場合
は翌2001年1月から同年6月までに放流された尾数
を指しており，会計年度でいうと2001年度に放流
した分も一部含んでいます． 
 なお，NPAFCの統計の場合は漁獲も人工ふ化
放流も年，すなわち1月から12月までを単位とす
ると定められています． 
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【主な人事異動】【主な人事異動】【主な人事異動】【主な人事異動】 
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大西勝弘 理事長 
福井暉久雄 理事 
岡部隆義 監事 
帰山雅秀 監事 
薫田道雄 総括部長（企画課長） 
岩隈審 庶務課長（会計課長） 
関口敏明 経理課長（総務課長補佐） 
野川秀樹 企画課長（技術指導官） 
廣井修 調査研究課長（調査課長） 
浅井久男 指導課長（上席技術指導官） 
 
【主な所内会議】【主な所内会議】【主な所内会議】【主な所内会議】 
 
1.25-26 支所長会議 
 
2.26-27 平成12年度後期技術専門官・調査係長
合同会議 
 
3.5 支所長会議 
 
3.12-13 庶務係長会議 
 
【サーモンセミナー】【サーモンセミナー】【サーモンセミナー】【サーモンセミナー】 
 
8.8 第70回 
TINROセンター漁業予測部技師 Rassadnikov, O. 
A.：1988-1992年の太平洋におけるサケ・マス幼
魚の豊度調査の結果 
 
9.18 第71回 
①北海道東海大学教授 帰山雅秀：トム・クイー
ン教授とイリアムナ湖 
②ワシントン大学教授 Thomas P. Quinn：サケ属
魚類の記銘と母川回帰機構 
 
【リサーチセミナー】【リサーチセミナー】【リサーチセミナー】【リサーチセミナー】 
 
8.31 第41回 
①眞山紘：尻別川に回帰したサクラマスの体サイ
ズ 
②渡辺一俊：サケ回帰魚の年齢組成と成熟との関
係 

 
11.28 第42回 
①大熊一正：アムール川秋サケ調査の概要 
②川名守彦：耳石標識による系群識別 
 
12.27 第43回 
①長谷川英一：両側回遊魚の暗所視分光感度特性
のフラクタル的挙動 
②野村哲一：サケ・マスの脂質に関する検討－
1999年までの結果概要と今後の検討課題 
③清水幾太郎：さけ・ます類の需給を中心とした
経済環境要因を考える試み 
 
1.29 第44回 
関二郎：遊泳水深の異なるサケ幼稚魚の胃内容物
組成について 
 
2.26 第45回 
斎藤寿彦：北海道系サケの成長および来遊数変動 
 
4.18 第46回 
①鈴木俊哉：支笏湖におけるヒメマス増殖と生態
系変化 
②鈴木俊哉：コクチバスのサケ幼稚魚に対する採
餌量－水温および捕食者サイズとの関係 
 
5.25 第47回 
①川名守彦：北海道太平洋沿岸で再捕された耳石
温度標識サケ幼稚魚 
②伴真俊：北海道沿岸におけるシロザケの母川回
帰 
③浦和茂彦：Compiling and Coordinating Salmon 
Otolith Marks in the North Pacific 
④浦和茂彦：サケ科魚類の武田微胞子虫症原因虫 
Microsporidium takedai の再分類 
⑤清水幾太郎：流氷後退期における一次生産の大
きさについて 
⑥長谷川英一：秋サケ来遊群の動態解析 
⑦野村哲一：アラスカ湾で採取されたサケの年齢
による脂質含量の差 
 
【会議等への出席；本所】【会議等への出席；本所】【会議等への出席；本所】【会議等への出席；本所】 

8.31-9.2 宮城県さけます増殖協会 さけ・ます増
殖事業推進交流会（仙台市）渡辺室長 

9.4-15 日ロ科学技術協力計画に係るさけ・ます
などの沿岸水産資源の管理と増殖技術に関する意
見交換（ロシア）大熊主任，鈴木主任 
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9.14 北海道漁協研究会（札幌市）清水室長 

9.21 水産庁研究所企画連絡室長懇談会（東京
都）廣井課長 

9.28 水産庁研究所長会議（東京都）橋爪所長 

10.10-11 日ロ漁業専門家科学者会議及びNPAFC
年次会合国内事前打合せ会議（東京都）長谷川室
長，浦和室長，大熊主任 

10.11-13 水産業関係試験研究推進会議（横浜
市）野村室長 

10.11-13 本州鮭鱒増殖振興会 さけ増殖技術前
期講習会（千歳市）浅井指導官，伊藤係長 

10.20 北海道建設部 河川環境研究会（札幌市）
眞山室長 

10.25-27 PICES年次会議（函館市）清水室長 

10.29 NPAFC幼魚Workshop（東京都）眞山室長，
野村室長，長谷川室長，浦和室長，伴主任，鈴木
主任，川名研究員 

10.30-11.2 NPAFC年次会議（東京都）長谷川室
長，浦和室長，川名研究員 

11.5-16 日ロ漁業専門家・科学者会議（東京
都）大熊主任 

11.7-8 UJNR 水産増養殖専門部会日米合同会議
（伊勢市）浦和室長 

11.15 北海道連合海区漁業調整委員会（札幌
市）橋爪所長，薫田課長，廣井課長，本間係長，
長谷川室長 

11.20 道増協 増殖体制検討協議会（札幌市）薫
田課長，本間係長，廣井課長 

11.22 北海道建設部 河川環境研究会（札幌市）
眞山室長 

12.6-7 養殖研究所 水産養殖研究推進会議魚病
部会（伊勢市）野村室長 

12.7 北海道保健環境部 北海道環境審議会水環
境部会（札幌市）大西次長 

12.7-8 極域生物シンポジウム（東京都）清水室

長 

12.13 定置漁業振興会議（札幌市）橋爪所長，
薫田課長，宮野課長，廣井課長，本間係長，佐藤
係長，長谷川室長 

12.25 北海道開発局石狩川開発建設部 千歳川水
産環境調査委員会（札幌市）眞山室長 

1.20 パネルディスカッション：北海道の淡水魚
を守る（千歳市）浦和室長，鈴木主任，斎藤研究
員 

1.23 水産庁研究所長会議（東京都）大西所長 

1.30 北海道区水産研究所 さけ・ます調査研究
会設立準備会（さけ・ます資源管理センター会議
室） 

1.30 水産関係試験研究機関長会議（東京都）大
西所長 

2.1 道増協 増殖体制検討協議会（札幌市）本間
係長 

2.1 十和田湖水質・生態系，資源対策合同会議
（秋田市）鈴木主任 

2.4-7 オホーツク海と流氷に関する国際シンポ
ジウム（紋別市）清水室長 

2.5-9 水産庁 さけ・ます増殖関係補助事業ヒア
リング（東京都）本間係長，安達係長 

2.5 外来魚コクチバスの生態学的研究及び繁殖
制御技術の開発 研究評価会議（上田市）鈴木主
任 

2.6-8 本州鮭鱒増殖振興会 さけ増殖技術後期講
習会（千歳市）伊藤係長，楠茂係員 

2.9 北海道区水産研究所運営会議機関評価会議
（釧路市）大西所長 

2.13 北海道開発局旭川開発建設部 河川水辺の
国勢調査検討会（札幌市）眞山室長 

2.15-16 日ロ漁業合同委員会事前打合せ会議
（東京都）大熊主任 

2.23 北海道漁協研究会（札幌市）清水室長 
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2.28 北海道保健環境部 北海道環境審議会水環
境部会（札幌市）薫田課長 

3.8 希少淡水・汽水魚類増養殖試験研究連絡会
議（上田市）鈴木主任 

3.12 ダム水源地環境整備センター 美利河ダム
水利模型実験現地検討会（札幌市）眞山室長 

3.14 独立行政法人評価委員会水産分科会（東京
都）大西所長，薫田課長，野川補佐 

3.19 北海道開発局石狩川開発建設部 千歳川水
産環境調査委員会（札幌市）眞山室長 

3.19-20 NPAFC調査調整会議（シアトル）野村
室長，浦和室長，川名研究員 

3.21 さけ・ます類の耳石標識に関するNPAFCワ
ークショップ（シアトル）野村室長，浦和室長，
川名研究員 

3.21-24 20th Northeast Pink and Chum Workshop
（シアトル）野村室長，浦和室長，川名研究員 

3.22 北海道連合海区漁業調整委員会（札幌市）
薫田課長，本間係長 

3.28-29 日本海洋学会春季大会（東京都）清水
室長 

3.29 道増協 増殖体制検討協議会（札幌市）本
間係長 

3.29 北海道保健環境部 北海道環境審議会水環
境部会（札幌市）薫田課長 

3.29-31 日本魚病学会春季大会（東京都）浦和
室長 

4.10 沿岸漁業等振興審議会（東京都）大西理事
長，野川課長 

4.14 北日本漁業経済学会春季研究集会（函館
市）清水室長 

4.15 北海道漁協研究会（函館市）清水室長 

4.20 北海道内水面漁場管理委員会（札幌市）野
川課長，本間係長，大熊主任 

5.14 北海道水産林務部 支笏湖のヒメマスに係

る打合せ会議（札幌市）廣井課長，本間係長，鈴
木主任 

5.15 独立行政法人さけ・ます資源管理センター
資産評価委員会（東京都）大西理事長，関口課長 

5.16 北海道水産林務部 漁業秩序確立連絡会議
（札幌市）野川課長，石黒係長 

5.29 道増協 通常総会（札幌市）大西理事長，
薫田部長，廣井課長，本間係長 

5.29 道定置協会 通常総会（札幌市）福井理事，
薫田部長，廣井課長，本間係長 

【会議等への出席；支所】【会議等への出席；支所】【会議等への出席；支所】【会議等への出席；支所】 

8.4 桧山地区秋サケ確保対策連絡会議（江差
町）渡島：吉光係長 他3名 

8.7 道定置協会 現地対話集会（函館市）渡島：
富樫支所長 他1名 

8.9 道定置協会 現地対話集会（稚内市）天塩：
石垣支所長 他3名 

8.16 カラフトマス自主規制五者会議（網走市）
北見：稲垣次長 他1名 

8.18 利礼地区さけます資源増大対策協議会（利
尻町）天塩：石垣支所長 他1名 

8.28 渡島海区秋サケ資源対策連絡協議会（函館
市）渡島：富樫支所長 他1名 

8.30 渡島サケ資源効率安定対策調査報告会（函
館市）渡島：富樫支所長 他7名 

8.31 えりも以西海区秋サケ資源対策連絡会議
（札幌市）千歳：松島支所長，渡島：吉光係長 

9.6 宗谷管内増協運営委員会（稚内市）天塩：
佐藤次長 他1名 

9.6 えりも以東海区資源対策協議会役員会委員
会議（釧路市）十勝：岩浅支所長 他1名 

9.13 日高秋さけ資源対策連絡会議（浦河町）千
歳：松島支所長 

9.19 資源対策協議会会議（佐呂間町）北見：稲
垣次長 
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9.20 えりも以東海区資源対策協議会総会（釧路
市）十勝：岩浅支所長 他1名 

10.5 渡島海区秋サケ資源対策連絡協議会（函館
市）渡島：富樫支所長 他1名 

10.10 オホーツク西部地区操業自主規制会議
（猿払村）天塩：細川専門官 他1名 

10.11 宗谷管内増協臨時総会（稚内市）天塩：
石垣支所長 他1名 

10.12 日高地区秋サケ資源対策会議（静内町）
千歳：高橋係長 他1名 

10.24 渡島海区秋サケ資源対策連絡協議会（函
館市）渡島：富樫支所長 他1名 

11.7 宗谷管内増協運営委員会（稚内市）天塩：
江連係長 他1名 

11.7 えりも以東海区資源対策協議会役員委員会
議（釧路市）十勝：岩浅支所長 他1名 

11.8 河川関連事業説明会（釧路市）十勝：笠井
次長 他1名 

11.16 沿岸漁業動向検討協議会（北見市）北
見：稲垣次長 

11.22 渡島海区秋サケ資源対策連絡協議会（函
館市）渡島：富樫支所長 他1名 

11.28-29 胆振海区漁業調整委員会（室蘭市）千
歳：松島支所長，渡島：富樫支所長 他3名 

12.2 十勝川浚渫事業説明会（帯広市）十勝：笠
井次長 他2名 

12.4 日高地区サケ資源対策連絡検討会議（浦河
町）千歳：清水専門官 他1名 

12.5 根室管内民間ふ化場技術研修会（弟子屈
町）根室：根本専門官 他13名 

12.8 渡島管内増協役員会（函館市）渡島：富樫
支所長 他1名 

12.8 えりも以東海区資源対策協議会役員委員会
議（釧路市）十勝：岩浅支所長 他1名 

12.22 渡島管内増協担当者会議（函館市）渡

島：吉光係長 他3名 

1.12 さけ・ますふ化放流計画策定事前打合せ
（浦河町）千歳：清水専門官 他1名 

1.25 さけ・ますふ化放流計画策定事前打合せ
（網走市）北見：稲垣次長 他3名 

1.26 胆振地区ふ化放流計画策定打合せ会議（室
蘭市）千歳：清水専門官，渡島：吉光係長 他2
名 

2.8 さけ・ますふ化放流計画策定会議（浦河
町）千歳：松島支所長 他2名 

2.9 留萌管内さけ・ますふ化放流計画策定会議
（苫前町）天塩：石垣支所長 他2名 

2.14 宗谷管内さけ・ますふ化放流計画策定会議
（稚内市）天塩：石垣支所長 他2名 

2.14 渡島地区ふ化放流計画策定打合せ会議（函
館市）渡島：富樫支所長 他1名 

2.15 桧山地区ふ化放流計画策定会議（江差町）
渡島：富樫支所長 他1名 

2.16 根室地区さけ・ますふ化放流計画策定会議
（標津町）根室：佐藤支所長 他1名 

2.19 さけ・ますふ化放流計画策定会議（網走
市）北見：田口支所長 他2名 

2.19 十勝川浚渫事業説明会（幕別町）十勝：笠
井次長 他1名 

2.19 石狩後志地区ふ化放流計画策定会議（札幌
市）渡島：富樫支所長 他1名 

2.20 ふ化放流計画策定会議（白糠町）十勝：岩
浅支所長 他1名 

2.22 胆振地区ふ化放流計画策定会議（室蘭市）
渡島：富樫支所長，千歳：高橋次長 他3名 

2.23 渡島地区ふ化放流計画策定会議（函館市）
渡島：富樫支所長 他1名 

2.23 後志管内さけ・ます増殖事業対策協議会
（倶知安町）千歳：松島支所長，渡島：荒内尻別
事業所長 
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2.23 十勝川流域環境保全意見交換会（帯広市）
十勝：岩浅支所長 他1名 

3.8 宗谷管内増協理事会（稚内市）天塩：佐藤
次長 他1名 

3.12 十勝川漁場環境調査連絡協議会，十勝川改
修工事対策協議会（帯広市）十勝：岩浅支所長 
他2名 

3.12 幌延天塩地区ふ化用水調査結果報告会（留
萌市）天塩：石垣支所長 他2名 

3.14 天塩川流域河川関係等工事連絡調整会議
（豊富町）天塩：佐藤次長 他1名 

3.21 留萌管内増協研修会（羽幌町）天塩：石垣
支所長 他3名 

4.11 然別湖魚族資源保護委員会（鹿追町）十
勝：岩浅支所長 

4.16 道増協・道定置協会現地説明会（稚内市）
天塩：細川専門監 他3名 

4.18 道増協・道定置協会現地説明会（浦河町）
千歳：松島支所長 他4名 

4.20 道増協・道定置協会現地説明会（岩内町）
千歳：松島支所長，渡島：富樫支所長 他5名 

4.23 渡島管内増協総会，道増協・道定置協会現
地説明会（函館市）渡島：富樫支所長 他2名 

4.25 十勝釧路管内増協通常総会，道増協・道定
置協会現地説明会（釧路市）十勝：岩浅支所長 
他2名 

4.26 根室管内増協総会，道増協・道定置協会現
地説明会（標津町）根室：佐藤支所長 他6名 

4.27 北見管内増協総会，道増協・道定置協会現
地説明会（網走市）北見：田口支所長 他9名 

5.1 西紋地区河川工事説明会（紋別市）北見：
稲垣次長 他1名 

5.7 オホーツク海沿岸海況調査事業推進協議会
総会（紋別市）北見：野本専門監 他1名 

5.8 宗谷管内増協運営委員会（猿払村）天塩：
細川専門監 他2名 

5.14 留萌管内増協役員会（羽幌町）天塩：細川
専門監 他1名 

5.15 日高管内増協通常総会（浦河町）千歳：松
島支所長 他2名 

5.18 留萌管内増協総会（羽幌町）天塩：石垣支
所長 他2名 

5.22 大津漁協鮭定置部会勉強会（帯広市）十
勝：清水専門監 他1名 

5.28 千代田新水路事業説明会（豊頃町）十勝：
笠井次長 他2名 

5.29 日本海増協総会（札幌市）千歳：松島支所
長，渡島：富樫支所長 

【主な来訪者と研修生；本所】【主な来訪者と研修生；本所】【主な来訪者と研修生；本所】【主な来訪者と研修生；本所】 

8.7-9 TINROセンター Rassadnikov 漁業予測部
技師，同 Ivanov 国際部通訳（日ロ科学技術協
力計画による視察） 

9.12  TINROセンター Blinov 副所長，同 
Pozdnyakov 副所長，同 Voropaev 研究室長，北
海道区水産研究所 石田国際海洋資源研究官（日
ロ科学技術協力計画による視察） 

9.12 水産工学研究所水産情報工学部 長谷川上
席研究官（事務打合せ） 

9.20-21 農林水産大臣官房経理課 村田調査専
門官，同 新田会計指導班長，水産庁漁政課 松
岡経理班長（監査） 

10.16 水産庁水産加工課 加藤振興班長，同 
草野加工振興係長，同 鈴木団体係長（表敬） 

10.19-21 水産庁漁政課 小村用度班長，水産庁
栽培養殖課 三上資源管理係長（事務打合せ） 

10.25 北海道区水産研究所庶務課 藤橋庶務係
長（表敬） 

10.26 水産庁栽培養殖課 森田総括班長，同 
奈良さけ・ます管理班長（事務打合せ） 

10.26 水産庁栽培養殖課 堀養殖企画係長，同 
谷川原経営指導係長（表敬） 

11.15 水産庁研究指導課 金泉研究管理官，北
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海道区水産研究所 今田庶務課長，同 五十嵐総
務課長補佐，同 藤橋総務係長（事務打合せ） 

12.20-22 北海道区水産研究所庶務課 沼下用度
係員（会計システム操作説明会） 

1.29 総務省行政評価局 川崎総括評価監視調査
官，同 萩谷評価監視調査官（実情把握） 

1.29-30 水産庁栽培養殖課 奈良さけ・ます管
理班長，北海道区水産研究所 石田国際海洋資源
研究官他2名（さけ・ます調査研究会設立準備
会） 

2.6-7 リトアニア国サケ類養殖実験場 Leliuna 
研究員，国際協力事業団 日比野研修監理員
（JICA リトアニア国「サケマス類の育種 3倍
体・遺伝子操作」個別研修員） 

2.7 水産庁漁政課 中山用度班長，同 横井用
度第二係長，水産庁栽培養殖課 田原資源管理係
員（事務打合せ） 

2.8 川袋鮭漁業生産組合 池田氏，日向川鮭漁
業生産組合 池田氏，富山漁業協同組合 柏谷氏，
庄川沿岸漁業協同組合連合会 津田氏，宮城県石
巻水産事務所 柴久喜氏，社団法人本州鮭鱒増殖
振興会 永井専務理事（さけ増殖技術講習会） 

2.26-27 水産庁栽培養殖課 長谷川指導調整係
長（技術専門官・調査係長合同会議） 

3.5 社団法人マリノフォーラム21 嶋専務（表
敬） 

3.5-6 岩手県水産技術センター 小川技師，唐
丹町漁業協同組合ふ化場 岩澤場長（太平洋さけ
資源回復緊急対策事業打合せ） 

3.5-6 水産庁栽培養殖課 奈良さけ・ます管理
班長（支所長会議） 

3.8 農林水産大臣官房予算課 長屋庶務歳入班
長，同 田中調査係長，同 池戸予算編成第一係
員（視察） 

3.9 境港漁業調整事務所 清水漁業監督指導官
（表敬） 

3.12-13 水産庁栽培養殖課 三上資源管理係長，
同 田原資源管理係員（庶務係長会議） 

3.12-13 石川県水産総合センター生産部美川事
業所 増田主任技師（技術研修） 

3.14 北海道区水産研究所 三浦会計係長（事務
打合せ） 

3.19 遠洋水産研究所 塩本主任研究官（事務打
合せ） 

3.29-30 水産大学校会計課 佐野給与係員，同 
原田用度係員，水産大学校庶務課 木野人事係員
（事務打合せ） 

4.13 水産庁栽培養殖課 奈良さけ・ます管理班
長（事務打合せ） 

4.16-17 水産庁栽培養殖課 三上資源管理係長
（事務打合せ） 

4.17 社団法人根室管内さけ・ます増殖事業協会 
渡辺会長，別海漁業協同組合 立沢専務（表敬） 

4.23-24 水産庁栽培養殖課 奈良さけ・ます管
理班長（事務打合せ） 

4.23-26 ハンガリー国科学アカデミー Csaba 
氏，東京大学 横山氏（魚類寄生虫調査） 

5.11 社団法人根室管内さけ・ます増殖事業協会 
佐賀会長，同 渡辺前会長，同 佐藤副会長，同 
中川前専務理事（就退任挨拶） 

5.11 国際協力事業団 川村水産環境協力課長
（事務打合せ） 

5.28-29 水産庁栽培養殖課 奈良さけ・ます管
理班長（事務打合せ） 

5.31 水産庁漁場資源課 神頭資源技術調査官，
同 太田資源調査調整係長（日ロ関係打合わせ） 

【主な来訪者と研修生；支所】【主な来訪者と研修生；支所】【主な来訪者と研修生；支所】【主な来訪者と研修生；支所】 

8.23 北海道立水産孵化場増毛支場 河村支場長，
同 宮本科長（宗谷支場サケ種卵収容打合せ）天
塩支所 

8.25 老部川内水面漁業協同組合一行（サクラマ
ス増殖施設見学）北見支所 

8.31 社団法人北海道さけ・ます増殖事業協会天
塩事務所 佐藤事務所長，宗谷管内さけ・ます増



 さけ・ます資源管理センターニュース No. 7 2001年9月 
 

26

殖漁業協同組合連合会 照井事務局長（事業実施
打合せ）天塩支所 

9.6 農林水産大臣官房経理課 成毛課長補佐，
同 勝島歳入係長，同 田中事務官（監査）渡島
支所 

9.12  TINROセンター Blinov 副所長，同 
Pozdnyakov 副所長，同 Voropaev 研究室長，北
海道区水産研究所 石田国際海洋資源研究官（日
ロ科学技術協力計画による視察）千歳支所 

9.14  ギニア共和国水産省 Diallo 氏，同 
Toupou 氏，財団法人日本国際協力センター 小
山研修管理員（JICA 漁業協同組合コース研修に
よる見学）千歳支所 

9.21 農林水産省大臣官房経理課 村田調査専門
官，同 新井事務官，水産庁漁政課 村岡経理班
長（視察）千歳支所 

9.27 JICA研修員一行10カ国10名，財団法人日本
国際協力センター 永澤研修管理員，株式会社ア
イシーネット 枝研究員，同 南村研修トレーナ
ー（JICA 漁業協同組合コース研修による見学）
千歳支所 

10.6 トルコ共和国トラブゾン中央水産研究所 
Bekiroglu 所長，JICA神奈川国際水産研修センタ
ー 佐藤氏（JICA トルコ共和国「黒海水域増養
殖開発計画」C/P研修による見学）千歳支所 

10.17 猿払漁業協同組合 芦立部長（施設見
学）天塩支所 

10.20 水産庁漁政課 小村用度班長，水産庁栽
培養殖課 三上資源管理係長（視察）千歳支所 

10.27 アルバニア国 Lufter 農業食糧大臣一行4

名，同国 JICA海外研修員13名（JICA アルバニ
ア国別特設研修コース「水産開発計画」による見
学及び当該研修の視察）根室支所 

10.27 旭川土木現業所美深出張所 小形道路係
長，同 関技師（橋脚工事打合せ）天塩支所 

12.4 網走支庁経済部水産課 松枝主査 他8名
（カラフトマス早期資源造成打合せ）北見支所 

1.17 宗谷支庁 佐藤水産課長，留萌支庁 難波
水産課長，北海道立水産孵化場増毛支場 河村支
場長，宗谷海区漁業調整委員会 岸主事，留萌海
区漁業調整委員会 今事務局長，社団法人北海道
さけ・ます増殖事業協会天塩事務所 佐藤事務所
長，宗谷管内さけ・ます増殖漁業協同組合連合会 
照井事務局長，留萌管内さけ・ます増殖事業協会 
松井事務局長 他8名（さけ・ますふ化放流計画
策定打合せ）天塩支所 

1.29 総務庁行政評価局 川崎総括評価監視調査
官，同 萩谷評価監視調査官（視察）千歳支所 

2.7 リトアニア国サケ類養殖実験場 Leliuna 研
究員，国際協力事業団 日比野研修監理員
（JICA リトアニア国「サケマス類の育種 3倍
体・遺伝子操作」個別研修による見学）千歳支所 

2.8 函館市農林水産部水産課 荒井主事 他12
名（函館市管内漁業後継者研修）渡島支所 

3.8 サハリン規制局サケマス研究室 シドロワ
室長，サハリン規制局ソコリニコフふ化場 ラト
ゥシキナ研究員，ピレンガ合同サケマス沿岸漁業
室 ザクルィムスキー室長，北洋合同株式会社 
津田氏（見学）千歳支所 

3.14-15 養殖研究所日光支所 生田研究員 他2
名（研修）根室支所 
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ホームページ開設のお知らせホームページ開設のお知らせホームページ開設のお知らせホームページ開設のお知らせ    
 
 さけ・ます資源管理センターの独立行政法人化に伴い，本年4月2日からホームページを開設しました．
当センターの概要紹介，刊行物と調査研究業績の公開，人工ふ化放流事業の紹介のほか，中期目標，中
期計画などについての情報公開も行っています．ぜひ一度，ご覧下さい． 
 

さけ・ます資源管理センターホームページ 
http://www.salmon.affrc.go.jp/ 
 
 

所在地，電話番号，FAX番号案内 
●本所 〒062-0922 札幌市豊平区中の島2条2丁目4-1 TEL (011) 822-2131（代表） 
  庶務課FAX 822-3342 
   課長,課長補佐TEL 822-2150 庶務係TEL 822-2152 人事係,厚生係TEL 822-2155 
  経理課FAX 822-3342 
   課長,課長補佐,契約係TEL 822-2176 経理係,管財係TEL 822-2175 
  企画課FAX 823-8979 
   課長,課長補佐,企画係,情報係,連絡調整係TEL 822-2177 
  調査研究課FAX 814-7797 
   課長TEL 822-2321 生物生態研究室TEL 822-2354 生物資源研究室TEL 822-2340 遺伝資源研究室TEL 822-2341 
   生物環境研究室TEL 822-2344 健康管理研究室TEL 822-2380 漁業経済研究室TEL 822-2349 
  増殖管理課FAX 823-8979 
   課長,課長補佐,増殖管理係,技術開発係,資源調査係TEL 822-2250 
  指導課FAX 823-8979 
   課長,技術専門監,指導係TEL 822-2161 
●北見支所 〒090-0018 北見市青葉町6-8北見地方合同庁舎 TEL (0157) 25-7121 FAX 61-0320 
●根室支所 〒086-1109 標津郡中標津町西9条南1-1 TEL (01537) 2-2812 FAX 3-2042 
●十勝支所 〒089-1242 帯広市大正町441-55 TEL (0155) 64-5221 FAX 64-4560 
●天塩支所 〒098-2243 中川郡美深町西3条南4-1-1 TEL (01656) 2-1152 FAX 2-2794 
●千歳支所 〒066-0068 千歳市蘭越9 TEL (0123) 23-2804 FAX 23-2449 
●渡島支所 〒049-3117 山越郡八雲町栄町94-2 TEL (01376) 2-3131 FAX 3-4241 
●展示施設 さけの里ふれあい広場（千歳支所内）開館時間10:00～16:00 休館日毎週月曜日及び年末年始（12.27-1.5） 
 
さけ・ます資源管理センターニュース編集委員会 
安達宏泰, 浦和茂彦, 小村祐悦, 佐藤恵久雄, 野川秀樹 (委員長), 平松柳一, 吉田秀樹. 
 
本紙掲載記事，図，写真の無断転載を禁じます． 
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